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光-磁気顕微鏡法（MOI）の岩石磁気学への応用

New advances in magneto-optical imaging applied to rock magnetism and
paleomagnetism
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光－磁気顕微鏡法の岩石試料への応用を報告する．この手法では，磁場によって透過光の偏光方
向を回転させる光－磁気効果（ファラデー効果）を強く示すフィルムを用いる．Al鏡面を裏面に
蒸着したこのフィルムを試料上に乗せ，表面磁場の垂直成分による偏光角を反射顕微鏡（直交ニ
コル）で観察することで磁気像を得る．さらに適切なキャリブレーションにより磁場の定量測定
も可能である．

今回の発表では，隕石と岩石の測定結果を示す．フィルムが大変薄く(5um)さらにフィルム－試
料間の隙間も大変小さいため(1um)，試料の飽和残留磁化を10umという高空間分解能で観察でき
た．また，顕微鏡のアナライザーの角度を変調してS/Nを高める手法により，自然残留磁化も観
察できた．この光－磁気顕微鏡法は磁気像が高空間分解能であることに加え，位置ずれのない磁
気像と光学像を比較できるという大きな利点がある．したがって，この新たな手法は岩石の残留
磁化の担い手を探す強力な手段となりうる．
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